
 

市民の権限強化と世界の結束こそが重要  

コロナ後の社会について議論を始めよう！ 

【 機 関 紙 Ｊ Ａ Ｍ ・ 2 0 2 0 年 6 月 2 5 日 発 行  第 2 5 7 号 】  

 

中 国 ・ 武 漢 で 感 染 が 始 ま っ た と さ れ る 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス は 全 世 界 へ と

拡 大 し て い る 。 世 界 銀 行 が 公 表 （ ６ 月 ８ 日 ） し た 20 2 0 年 世 界 の 経 済 成 長 率

は 、 マ イ ナ ス 5. 2 0％ で 統 計 が 確 認 で き る 19 6 0 年 以 降 で は 初 め て マ イ ナ ス

と な っ た 。 累 計 感 染 者 数 （ ６ 月 22 日 時 点 ） は 、 74 1 万 5 1 0 人 、 死 亡 者 数 は

41 万 82 9 4 人 に 上 る 。  

「 そ も そ も 人 類 は 、『 人 間 至 上 主 義 （ ＝ 人 間 の 生 命 こ そ が 至 高 で あ る と い

う 考 え ）』 を 実 現 す る た め に 、 長 い 歴 史 の 中 で 『 飢 饉 』、『 疫 病 （ 感 染 症 ）』、

『 戦 争 』 と い う 三 つ の 克 服 に 注 力 し 、 人 類 は こ れ を 首 尾 良 く 抑 え 込 ん で き

た 」。 こ う 述 べ る の は 、 ベ ス ト セ ラ ー と な っ た 著 書 「 サ ピ エ ン ス 全 史 」 で 、

人 類 発 展 の 歴 史 を 説 い た イ ス ラ エ ル の 歴 史 学 者 、 ユ ヴ ァ ル ・ ノ ア ・ ハ ラ リ

氏 で あ る 。  

「 新 型 コ ロ ナ の 嵐 は や が て 去 り 、 人 類 は 存 続 し 、 私 た ち の 大 部 分 は な お

生 き 残 る だ ろ う 。 そ し て 今 回 の 危 機 で 、 私 た ち は 特 に 重 要 な 二 つ の 選 択 に

直 面 す る こ と に な る だ ろ う 。 一 つ は 『 全 体 主 義 的 な 監 視 』 と 『 市 民 の 権 限

強 化 』、 も う 一 つ は 『 国 家 主 義 的 な 孤 立 』 と 『 世 界 の 結 束 』 の い ず れ を 選 ぶ

の か 」 だ と ハ ラ リ 氏 は 、 人 類 へ 問 い か け て い る 。  

私 た ち Ｊ Ａ Ｍ は 、 理 念 と 行 動 理 念 の 中 に 、「 人 間 尊 重 を 基 本 に 、 働 く 者 の

諸 権 利 ・ 自 由 と 民 主 主 義 が 保 障 さ れ 、 社 会 的 な 不 公 平 の な い 平 等 な 社 会 の

建 設 」。 さ ら に は 、「 責 任 あ る 国 際 協 力 を 通 じ て 、 国 際 平 和 の 実 現 」 を 謳 っ

て い る 。 こ の こ と か ら も 、 ハ ラ リ 氏 の 問 い か け る 「 重 要 な 二 つ の 選 択 」 に

つ い て は 、 必 然 的 に そ の い ず れ も が 後 者 の 選 択 、 つ ま り 「 市 民 の 権 限 強

化 」 と 「 世 界 の 結 束 」 に な る 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 蔓 延 ・ 拡 大 に よ る グ ロ ー バ ル 規 模 で の 分

裂 ・ 分 断 が 、 人 類 に と っ て 重 大 な 危 険 を も た ら す こ と を 肝 に 銘 じ て お く 必

要 が あ る 。  

コ ロ ナ 禍 以 後 の 新 た な る 「 職 場 」、「 組 織 」、「 社 会 」 の 在 り 方 に つ い て 議

論 を 始 め よ う 。  

書 記 長 中 井 寛 哉  


